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平賀の長者の 話 
私は平㌍に住む 者です・この 砂流の村の上流で 評判になっていたものは ，神の山でした   
ポロシリという 神の山がうわさになっていたのを ，私も聞いていましたが ，「いつか行っ 
て，その山を 登り，山の上へ 向かって行ったら ，神様が住む 所がどんなだか ，見られない 
だろうかなあ ・」と思ってばかりいました． 
ですから， あ るとき，私は 沙流刑をさかのぼって ，ずんずん行って ，その神の山のふも 
とまで行きました・そしてそれから ，その神の山の 下に着いて，我が 身を祈って，御神酒 
をあ げてお祈りして ，それから山を 登って行きました． 
本当にまあ ，山が険しいものですから ， 私は陳 重 に前方にあ る木を支えにして ， 自分を 
引っぱりあ げながら登り 続けて，少しばかりも 登りますと，このような 音がします・ 山の 
上から，神様の   目次だったのか ，強い風が吹き 下りてきます・ 私は今にもころがり 落ちそ 
うな感じがしました・それはそれは 恐しく感じられるものですから ， - 感じられるもので 
すから - それからこ うお 祈りしました・「どうか ， 神様が私をお 憐れみ下さって ，神様が 
住む山をお見せ 下さいますよ う に・神様が住む 山に，着いたなら ，私も神様の 国の一員に 
なりますから・ どうか， 山の上まで行かせて 下さいますように ! 」と言いながら ，御神酒 
をあ げ，何度も何度もお 祈りしました・それから 何とか，前方にあ る木を支えにして ， 自 
分 を引っぱりあ げながら登り 続けて， やっとのことであ る晩， 山の中腹 に着き， そこで， 
泊まりました・それから ，また這ったり ，木で自分を 引っぽりあ げたりしながら ，山の上 
へ向かって行きました． 
そして私はこんな 光景を目にしたのです・それこそ 目のとど く かぎり，まるで 海のよう 
な，大きな沼があ りました・沼の 上( かみ ) の方もぼんやりかすみ ，沼の下 ( しも ) の方も ぼ 
しゃ りかす し でいる，すごく 大きい沼があ って，そしてこんな 様子でした． ( あ りその沼 
のほとりに，昆布がいっぱいあ がっていました・しかもそれは ，反物ほど幅広い 昆布が，あ 
がっていたのです・ それから海の  島もいました・ 見 ますところ，カレイだの ，海の魚が， 
たくさん，その 沼にいるようでした・ 私は感嘆してしまいました・はるか 山の頂上にあ る 
沼 なのに，このように ，海の魚もたくさんいるし 海の鳥もいるし ， 力モメ の群れなども 
いるのに，私は 感嘆してしまいました ， 
そして沼のほとりは 一面に，行くところはどこもすべて ，緑の コケ でした．それはまる 
で，それでじゅうたたを 敷いてあ るかのよ う でした・何も ，草もあ りません．草は 生えな 
いで，その緑の コケ ばかり，何か 毛布でも敷いたのに 似て，沼のぼとり ，沼のまわりは ， 
すばらしくきれいに ， コケのじゅうたんを 敷いたかのようになっていました． 
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注 ) 驚きを示すしぐさとして ， 鼻 ( または   口 ) にこぶしを当てる   
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広々としているのが ，私にはおもしろく ，心地よく思われました・ も う それこそ，神様 
が住む 前 まで来たのですから ，私はあ ちこち，何度も 何度も礼拝しました・「神様が 住む所 
を，神様が見せて 下さったのなら ，自分で言ったことだから ，私は神様の 国に，この山奥に 
入って，神の 国の一員になることになるでしょう・」と 言いながら，何度も 礼拝を繰り返し 
ました・ そうしていてそれから ， あ まりに感嘆したので ，反物ほど幅広い 昆布ばかりあ る 
のに，感嘆しましたので ，私はそれを 二つ三つ取って 引き抜いて，荷造りしました・その 昆 
布を荷造りしました・そして ，二 つ 三 つ だけれども，大きな 荷物にして，背負いました  
そして，それから 私はまた引き 返して，その 山を下りて，慎重に ，急な山なものですか 
ら，慎重に，後ろの 木につかまって ， 尻 すべりを何回もしながら ， どんどん下りて 行きま 
した・やっと 山の中腹 まで下りますと ，その荷物がとんだことになりました．私は 昆布だ 
と思って荷物を 造ったのですが ，なんとまあ それが大きなへビ ( 草の下の人 ) になって，な 
が 一 いとぐるを巻いたへビに 変身して， 荷物からモノ モゾ 這って， すべり出て， ヘビ ( 草 
の下の神様 ) のようになって ，それから，荷物からもがきもがき ， 抜け出しました・ 次々 
に抜け出して ，下りて，その 昆布だと思ったものが ，一本の昆布もなくなりました．全部 
ヘビになって ，荷物から， きつくしばったものですから ， もがきもがきして ，ついに全部 
下りてしまいました．私は 何も背負っていませんでした． 
こんな有様になりましたがどうにかこうにかして ，やっと，私は 山のふもとまでもどっ 
て来ました・ そして，それから ， また川に沿ってずうっと 下りて行って ，私の村に着きま 
した・そしてそれから ， 「かくかくしかじかで ， 神様の住む 所 ， この川の奥にうわさの 高
いものが，神の 山，ポロシリですから ，私が神様の 住む所を見て ，下りて来たことをお 話 
しします・登ることができないように ，私は激しい 神風で， ころがされ，激しい 雨 やら神 
風 やらで，登ることができな レ へ ように感じられたので ， こう言って我が 身の安全を祈りま 
した・ r 神様の住む所をお 見せ下さったら ， ( 神・‥ ) 私は神様の住む 所に仲間入りしますか 
ら d と何度も何度もお 祈りしました・そうしてやっと (登・‥ ) 登って見ましたら ，こんな有 
様でした・沼のまわり 全体が緑の コケ でした・私は ，まるで何かじゅうたたを 敷いたかの 
ようで，沼のまわりに ，ぼかの草は 一本も生えていないのに ，感嘆しました．そして ， lG 
の 魚 ，海の鳥ばかりいるのに ，なおいっそ う 感嘆しながら ，下りて来たのでした・ こ う い 
う わけですから 私は，死んだら ，その，神様の 住む所に行くのだと 思 う のですよ・」と ， 私 
は 村の長者 方 に話しました   
それから村の 長者方も鼻にこぶしを 当てて，驚きを 示しました・ みんか たいそ う 驚き感 
心していました・そうして 私達は暮らしていましたが ，私は長生きもしないで ，その神の 
山 へ行って見た 時から，幾年か 生きました・ ニ ，三年生きましたが ，こうして病気になった 
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hme@okaan@ruwe@ne@a@p@sine@an@pe@ta ， ayupihi@hun k un soyne ・ yaykoera- 
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注 ) 語り手の妹，サダ モ さんにきくと ， キツネに似ていて ，小さな， まっ白い動物だと 言 
う ．知里田分類アイヌ 語辞典 凹 によれば エゾ イタチ・ 
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り ， 痛 いにかかったりしているところを 見ると，その 神様の住む所に 行くのだと思います・ 
ですから，先祖のほうに 向けて供養してもらっても ，私はお供え 物を受け取ることもでき 
ません・私は 神様の住む所に 仲間入りするのだと 思います・そう 思いながら， 今 死ぬとこ 
ろなのですよ・ 
と，一人の平賀の 長者が，一人，話しながら ，人生のなかぼで 亡くなったことが ，このよ 
うなことが伝説になっているのです・この 砂流の村の奥の 方，神の山の 上まで登った 人が， 
人生のなかばで 亡くなったことが ，「お話」と 言われています・ 昔話だかお話だか ， 今は 
もうその時から 幾年も経っているものですから ，昔話として 語られるのではないかしら． 
これでおしまいですよ ，オワ リ ! 
雪 狐の兄弟の話 
・ 雪狐 ( ェソ イタチ ) の兄弟が暮らしていた 話で，昔話として 語られたのを ，今からお話し 
いたします． 
私は雪狐の神です・ 兄がいて，二人で 一緒に暮らしていましたが ，下流の方にも 人が大 
勢住む村があ りました・上流の 方にも人が大勢住む 村があ りました・家の 上を道が通って 
いて， これだけが不満なことでした． 
そうしているうちに ， もう私はだんだんに 大きくなりました．兄も 一人双の若者になっ 
ていたのですが ， あ るとき， 兄がどこかへ 出ていきました．私がめたんしていたすきに ， 
兄が出かけてしまいました・そして 見ますと， まさかそのようにすると 思いませんでした 
が，兄は上流の 長者，村長に 化けて，村の 下流の村長に 一人の娘さんがあ りましたが，そ 
の娘さんが山で 薪 とりしていたのを ，そこに行って ，人間に化けて ，その娘さんを 欲しい 
と 言いたくて，向かって 行っているのが 見えました  
私はびっくりしましたので ，それから，走って 行きました．行きながら ，大きな 犬 ，雄の 
犬に化けて，それから 一目散に走って ，ずんずん行って ，兄が今にも 娘さんのところまで 
行きそうになっていますが ，その先回りをして ，その娘さんのところに 着きました・ 私が 
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